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識別：車台番号打刻のハイフン後 3番目の数字上部に黄ペンを塗布する。 

 

 注）       は、交換する部品を示す。 

 

 

基準不適合発生箇所 

改善の内容 

全車両、フューエルパイプを対策品に交換する。なお、交換部品の準備に時間を要すること

から、準備ができ次第、改めて案内する。 

フューエルパイプにおいて、ブラケットによる保持力の管理値が不適切なため、保持力が低

いものがある。そのため、サーキット走行等でエンジン高回転域を繰り返し使用すると、振

動によりフューエルパイプが共振して亀裂が生じ、そのまま使用を続けると燃料が漏れてエ

ンジンが停止し、再始動できないおそれがある。最悪の場合、火災に至るおそれがある。 

フューエルパイプ 


